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表1　生活保護費と国の予算の年次推移

40年度 5Q年度 55年度 59年度 60年度 61年度

億円 億円 億円 億円 億円 億円

一般　会　計　f算（A〉 36，581 212，888 425，888 506，272 524，996 540，886
壬算．額 社会保障関係費（B〉 5，183 39，282 82，124 93，210 95，736 98，346

厚　生　省　予　算（C｝ 4，787 39，067 81，495 92，491 95，028 97，72／

生　活　保　護　費（D〉 1，059 5，347 9，559 11，394 10，815 11ラ1（ll

各季算に ％ ％ ％ ％ ％ ％

占める生 対一般会計予算（D／A〉 2．9 2．5 2．2 2．3 2．1 2．1

活保覆費 対社会保障関係費（D／B〉 20．4 13．6 11．6 12．2 11．3 11．3
の割合 対厚生省予算（D／C〉 22．1 13．7 11．7 12．3 n．4 11．4
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4－91110［一3FI 些一9目　10－3FI 5一イ・女　就　控除 4，000 4，0ひじ

1　　2　／qlr L370D　24、500 14，IOO　　25，200 6り、　I ～　控　除 ノ、　費 ノ』　I f G　歪会保』矧 、組で

3　　4　人 25300　41，500 26，500　42，600 貴、通勤費ヤ

5　人 33300　52，500 34，～OO　53，800 7検　　　の文　料 3，000 3，000
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もを蝶改鱗びし鹸しい六績込支測こを般ちげ麟硫の（
の確　帯定　動率にをのこたて十見み出支お図国昭を衡　生　と内表
で保よ人率当向規お受中のも二年込との出ける民和行方昭活生と賓a
あすり員を該を　けけ央標の・度みの六のる観の六う式和扶活す

　る生適実りでの消政議の　を三差十通礎の府向見い6引改定　以項
　こ活用態算あ平費府会設行人を九しと民経上込為％き定率下に
　と保すに定る均支経の定　う世調年とし間済とま　の続に　　説つ
　に障る合さこ的出済意は　こ帯整度実て最見のれす引きつ　　明い
　よ水こつれとなの見見’　とに㎏の績　終通均るなき水い　　すて
　る準とたるか消伸通具前　とっ　実見同消し衡一わ上準て　　るそ

一こ分要改世加優歳準　しそ荏遇の改率定単きを定態い　と男民構

劃つ定　すれ及加と基域扶祉　嫉入医％年者て　②つ三のと四の倹
度いさするらび算を本格助審な　所療）度は犠老　な九基な八基　以
とてれなこ加今設踏的差基議布据す機にの加　齢老　六準険七準一上
同1ミたわと算日定ま見を準会　える関よ消算六・齢（円額　円額級の
様　母ちとのののえ直設に意今置者やつ費対十母・表か昼まか嫉地改

めとたを　お社とさにの八て加消申議犠　し地を様つ和狼経い齢老た
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工　◎しつり
栄妊　たい老
養産そもて齢
費婦のの級’
’加他で地母
入算のあ制子
院’加る度’
患在算Pを障
者宅等（導害
日患
用者
品加
費算
に’
つ人

表入者
乙すの
　る三
　こ加
　と算
　とに

学　つる本い
準まて六体て
備た改十のも
金’定年第従
に生す度一来
つ活るの類と
い扶こ消費同
て助と費対様
は基と物象’
’準し価経生
呑り荏上費活
字っ　昇に扶
用ち　率対助
品’　に応基
の入　よす準

同　四と中物
様教　と学価
’育教し校上
学扶育たと昇
用助扶
品基助
費準基
等に準
のつ
物い
価て
上は
昇’
’従

一来

。も分
にを
所考
要慮
のし
改て
定’
を小
行学
う校
こ’

表3　標準世帯の最低生活保障水準 （単位IIID

標準3人世帯

1瀦l　　l鼻齢　　4歳ゴ
60　年　　度 61　年　度

1級地 2級地3級地1級地 2級地3級地
世帯当たり最低生活費 ユ51，467 14〔｝，269 124，522 158，547 145，695 128，604

生　　活　　扶　　助

　　　第　　1　　類

　　　第　　2　　類

　　　　再掲

　　　　　（冬季加算）

124，487

86，840

37，647

（1，517）

113，289

79，030

34，259

（1，379）

102，092

71，220

30，872

（1，242）

126，977

87，880

39，097

（1，547〉

ll5，555

79，970

35，585

（1，415〉

104，134

72，070

32，064

（エ，274＞

教　　育　　扶　　助

住　　宅　　扶　　助

勤　　労　　控　　除

9，000

17，980

9，000

17，980

5，000

17，430

　一　　

9，000

21，140

　9，000

211，140

5，0〔）〔）

19，470

（参考〉標準4人世帯

35，畿男　　　　　　　　　　30，1哉女　　　　　　　　　　　　9　，茂り｝　　　　4　F筏女

（傷病）　　　　（就労）　　　（小学生）

60　年　度 6】　年　度

1級地 2級地3級地 1級地 2級地 3級地
世帯当たり最低生活費 186，066 17L904

153，185 193，667 177，8Q5 157，697

生　　活　　扶　　助

　　　第　　1　　類

　　　第　　2　　類

　　　　再褐

　　　　　（冬季加算）

157，396

116，430

40，966

（1，716）

143，～34

105，96〔｝

37，274

（1，554）

129，065

95，480

33，585

〔1，395）

160，387

117，830

42，557

（1，757）

145，955

107，220

38，735

（176〔｝5）

131，517

96，630

34，887

（17427）

教　　育　　扶　　助

住　　宅　　扶　　助

勤　　労　　控　　除

1，690

9，000

17，980

1，690

9，000

17，980

1，690

5，000

17，430

1，710

9，000

2～，570

1，710

9，〔｝oo

21，140

1，71（1

57〔）〔｝0

19，470

（注）　61年度に勤労控除制度が改止されたため．6｛）年度とU璃・度の勤労控除額を比1陵することはできないが．

　最低生活保障水準の目安とするため，各で1度次により計ヒしてある。
　。60年度の勤労控除額は業種別基礎控除の（11の職種の額
　・61年度の勤労控除額は収入月額を↓級地92，300円、2級地85，600円、3級地78，900円とした場合。

　のと労一費る分証基本ル要　比にす具今別か被にび食い　㈲て教般
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を活生　世二とす就国て　表4
｛呆　扶　活　更　帯　名　こ　る　労　し　い

つ助費鰻単以ろ部関たる
こ基の　位上か分連控世
と準一基でいら（経除帯
が本部礎調る’新費額単
適体と控整場稼聞のの位
切のな除す合働　中算の
で級るがる嬬者書に定収
あ地こ実方　が籍稼に入
る差と質式そ同等働関合
ととか的との一）者し算
考整うにし部世がにて額
え合　最荏分帯あ共媒に
　性生低　をにる通　着

　　も就級す生　と現

葦嘉灘無轟
と轡改導も基　地

　　　・て規二定　　こ

先上にゆは　て論が関
しの活る異生説がわ係課
て扶用もな活明あずに税
活養すの貧保するか関巖
用義るを　護為たでし低
しく務と最資基　齢あて限
　やと低産準　　るはと
そ他も生’は　両こ’生
れ法に活能’　者と両活
で他’の力課　のか者保
も施さ維そ税　関らの護
な策ら持のの　係’金基
おをにの他場　に種額準
最も民たあ合　つ々のと
低優法めらと　い議差の

老齢・母子・障害者加算級地別改定表

居　　　　　宅 入院・入

所（摺え
置き）現　　行 改　　定

老
　
齢
　
加
　
算

70　歳

以Lの者

1級地

15，100円

15，300円

14，600円2級地 15，200円

3級地 15，100円

68～69歳

の病弱者

1級地

11，300円

11，500円

11，000円2級地 11，400円

3級地 ll，300円

母
　
予
　
加
　
算

児童1入

1級地

19，600円

19，900円

博，000円2級地 19，800円

3級地 19，600円

児童が2

八の場合

に加える

額

1級地

靱570円

1，590円

1，520円2級地 1，580円

3級地 1，570円

児童が3
人以 L1

人増す毎
に加える
額

1級地

780円

800円

760円2級地 790円

3級地 780円

障
害
者
加
算

障害等級

1・2級
の者

1級地

22，700円

23，000円

21，900円2級地 22，800円

3級地 22，700円

障害等級

3級の者

1級地

15，100円

15，300円

14，600円2級地 15，200円

3級地 15，王00円

家れわもあい扶　で趣税　定居めれ等で妻こしえいめ有　実地世を生
借てれrるる助あ適旨最し型住らるの）なのなてたら状一態域帯行活
間いて就こ場にえ当　低た的地れこ相’どたい担フれ況方に等員うを
でるお学煮合つてで目限がに域てと当預の較水税ロたに’対の個場営
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　た方（六三ツ活える　す綾し過制　　　る税14卒は　考助のと準合
すど式四年十ト扶方最こん荏しく定昭五　の　四いえ基被は的の
なっ（十～五バ助も低の控同　　施和　　（非所九人ずら準保適なみ
わて五年三年ス基大生問時一社行二今表課得歳棋れれと護切も給
益き十～十とケ準き活　 に般会さ十後菖税税異帯にるの，世での付
　た九五九　ツのな保生　生国経れ五の　 限の　（し　み帯なとさ
単の年十年エト設変障活活民済て窪課　度課四三て比をいしれ
にで～八）ン方定化水保様の情かに題　額税歳十も較対こてる
肉あ）年’ゲ式方を準護　式消勢ら新　　　以最女五　　す象と一も
体喬と）格ル（式みに制　の費は三生　　　下低）歳現　べとか括の
的　い’差方二もてつ度　多水大十活　　　と限の男状　きすらしで
生　う水縮式十　おいで　様準き五保　　　な又保’に　でる’てあ
存　変準小（三マ倹て保　化もく年護　　　つは護三お　あ生す扱り
に　遷均方三年1　の障　も充変が法　　　て住基十い　る活べう’
必　を衡式十～ケ生考す　す実化経が　　　い民準歳て　と扶てこ標

魏讐罐魏欝鴇幽軽総舖隼釜霧麟渠誘雛
議類藷嚢憲欝瓢慧愚器斉摸鞭麓醤蹴蘇
蕪転轟響博桑講難購羅羅鑓鯵鶴倉難

表5　課税最低限と生活扶助基準の比較（夫婦、子2人）

深　税　最 低　限 生活保護基準 （注2） 参 蓄

（参考）生活扶
所　得　税

　　A

住　民　税

（注1）　B

生活扶助

　　C
助＋住宅扶助＋
教育扶助＋期末
一時扶助

C／A C／B
D／A D／B

円 円 円 円 ％ 俄o ％ ％

50 L830，0〔｝0 1β09，〔）〔｝0 874，380 975，74〔｝ 47．8 66．8 53．3 74．5

5／ 1，830，000 1，4工8，000 989，220 1，（194，330 54．1 69．8 59．8 77．2

52
2，015，000 1，418，〔｝1）0 1，ll3ひ190 1，254，050 55．2 78．5 62．2 88．4

53
2，015，000 1，蔓90，0QO L237，120 1，392，770 61．4 83．0 69．1 93．5

54
2，Q15，000 1，584レ000 1，346，03〔） L505，120 66．8 85．0 74．7 95．0

55 2，015，000 1，584，000 ／．4607560 1，623，060 72．5 （83．D 80．5 （92．4）

（1，757，000〉
56 2，〔｝15，00Q 1，584，00〔） 1，586，660 1，753，430 78．7 （84．2） 87．0

〔93．〔）1

（1，885レ0〔）0）
57

2，015，0｛）0 1，584．0〔｝0 1，694，520 L864，510 84．1 （89．9） 92．5 （98．9）

（1．885，000）
58

2，095，000 1，888，000 玉，767，360 1，1）38，920 85．2 （88，41 93．4 （96，91

（2，000，000）
59 2，357，000 1，912．〔）00 1，822，330 1，995，240 77．3 （90，2） 84．7 （98，7）

（2，Q2170〔｝0）
60 2，357，000 1，912，000 ／，875，200 2，049，47〔｝ 79．6 （87，8） 87．0 （96，0）

（2，135，00（）〉

6！ 2β57，000 1，915，5！0 2，090，610 81．3 88．7

（注1）住民税は前‘トの所得を、，果税べ一スとしているため1で1・繰り上げている。（｝内は非II果税限度額である・

（注2）1級地、標準4入世帯の暦年額であるQ（米価補正を含み、臨時措置・・時金はll余く、）
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丑妥二じにな後差水　ののま定お
年当月てよい半も準検基でえさけ
十なのいつが以昭は討本あ’れる
二水惹ゑて’降昭高し的り所て級

　　　　　　　　　　　　　　　1等て　定にな直こう　り実
　　（る）　　　　（2）　　　　（1）　にき当的果すしの基一’質最
直と　を篶激な域　タ　本生要　級つた審なす生等よ本友生可近
しの昭欠がなが間一を今原活に生地いと議劃た活　う方　活処の
墜均和くみ変室の般総同則水即活制てこ会度酸保種な針国基分わ
　衡五とら化　生国合　に準応保度ころはの　護々状の家盤所が
昭上トこれは五活民的級基のす護のので’あ常制の況も財の得国
和’八ろ’み十水のに地づ差べ制あたあこりに度議下と政脆のの
五は年も地ら年準生分制くをく度りびるの方一嬬論ににが弱低経
十ほ十生域れ代格活叛度も踏設に方意がよを般　がお引巨な迷済

月準見
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小逮申
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正たは
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験民
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窓雛
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帯け済前長次つ市にこ’
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費活期で景う総）を各域
実様にはとな務町設地に
態式お平し所庁村定域お
とのい準て見家をすのけ
被多て化大を計単る生る
保様は傾幅得調位と活生

酷遡整蓑窮蘇
帯中般推昇　は級生差準
ので的移》
そ　 にし
れ現はてそ
と…爽生きれ
のに活たに
問相水9伴
に当準しつ
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衡格急し地

じ地活及か
め制傑びら
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すな法価た
るつ第箆最
各て八等低
種い条に生
デるのよ活
】　ロ基る需

見’う追国今行いき額いに嫉
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力国　　　　　（
の民我　　　　参’
回生が　昭考i
復活国　和＆：
をの財　　一』
図安政　　ハ
る定を　十
こ・取　　一
と向り　年
鍵糞度
要図環　 予

でる境　算
あたに　編
聖壁成
　嬉段　方
　　と　針
　弓［厳〔（
　きし閣抄
　続い議）
　きも決
　財の定
　政が
　のあ昭
　改倹和
　革　六
　を我十
　強が年
　力国十
　に経こ
　推済月
　進のこ
　しく着＋
　　実三
　そな日
　の発〕
　対展
　応と

小菊籠大石今（
沼池山森田井会委
　　　　　　長貝
　幸　　　　　氏
正子京彌忠男　名

（駒文上東明事全
60沢教智京治長国
　大大大大大
／l学学学学学働現
　教教名教教
27授授誉授授　庫逝　　教　　 協職
去　　授

山藤肥縫中小
崎井後田鉢山

泰　和曄正路
彦康夫子美男

委
員
氏
名

上淑成市慶上
智徳践川応智
大短大房大大
学期学枝学学講大教記教教　現
師学授念授授　職
　教
　授　理
　　　事

会医もべ帯つおし・こ毬
生棊遼　き必類たいた一人し
活高鋳圏蕩奪型圭慮肇交奮倉艶
保にす皆るあ加ろ’世か五な三
護そる保とれ算で生帯ら十が十
専の需険蓄婿等あ活云二九綾八

難辮翻噸藤諒
科を化及　にの今準設人三世ら
ム見をび　対需後の定と・帯一

鉾難盤耀聾死艶
貝必え水　た対一にい減人均て
名要’準　適応般って少に世標

簿懸鍵鶏製欝轡鷲

　　　　　　　　　　　　　　5
中（5）　（2）　（1）央方実　つ天つ達＿の護和て　そすをる性必
難や齪常篠固鵬諜縄勇監壕諜
五討被扶検時世とのにに五と保　向すもよ費
福を保助討検帯の恵適つ年こ護　でるにりと
祉行護にを証人評見切竺、のろに　検と’強い

襲幕謡書糎翻碧蔀魏欝墓
議でのてるい恒行に応三＝喬て　ぺ観額い本

喬費善
　保等
　障医

制療
度保
全険
体制
σ）慶

あの
り充

水基の’すきし員人
準準生はるてての世
をと活ぽ必いお動帯
確そ動妥要るり向モ
保の向当がこ’をヂ
す体等なあとまみル
る系に水るかたるを
方に留準Dら’＜設
策つ意に　　’被　定
にいし到　そ保昭し

き、点のく的
でに程意性
あ立度味格
るちにかを
と’つ条踏
の従い　 ま

結来て職え
論（Dは種つ
に個一区っ
達人般分’
し単．世を勤
な位帯撒労
　かと廃意
　うの受排
　　均
　世衡収㌔
　帯及入進
　単び金す
　位被額る
　σ）｛呆比た

　収護例め
　入世方の
　合帯式経
　算全に費
　額体一と
　にの元し
　着自化て
　目立すの

　　　　76　　　　　　　　　　　　　　5　　　　42　　　　1営公で節会　組
営なを　　（（5×4）　　（5×2〉　（1）　効行　　（2）　（1）　’（2）　（1）　の債質減に昭むそ
を管極地地賂（　理政会　（らゑ　こ率う経財（5）に爽　行5　に底　財基発的合よ和との
図理力方方）略地合改の補略な　緊の的と費源（つ現時政（財っし一政本行な理る六とた
る等抑公財　）方理革胃助）いな要た配とのの陥いを代改略政いた般規的額充化改十もめ
よを制共政　　公化に行金　こ茜な較分も徹重）て図の蔽）投て節会模態を実を革一に’
う行す団
要うる体
請ことに
すとと対
るにもし
’よにて
　q’嫉

　財般現
　源行在
　の政の
　重経財
　点費政
　的の状
　か節況
　つ減に
　効合か
　撃理ん
　的イくが
　な　 み
　配定’
　分員国
　を及と
　行び同
　い給一
　’与の
　節に基
　度つ調
　あいに
　るてよ
　財のり
　政適歳
　運切出

共を関政等
団更す改に
体にる革つ
の積意のい
負極見推て
担的』進は
又にに方’
は進つ策昭
そめいに和
のるて関六
職と一す十
員と等る年
数もに答七
のに基申月
増　’づ』二
加そミ及＋
をの　 ぴ六
伴総すr日
う額べ昭閣
施をて和議
策厳こ六決
曝しれ＋定
　くを一r
厳圧洗年臨
に縮い度時
こす直予行
れ喬棲算政
を　　　に改
抑　徹向革
制　底け推
す　 した進
る　た行審
　　整財議

と　施
と後策
す年の
魚度実
　に施
　おに
　い必
　て要
　財な
　政財
　負源
　担は
　の　’

　増極
　加力
　を既
　も定
　た経
　ら費
　すの
　よ縮
　う減
　なに
　措よ
　置り
　犠捻
　　出
　原す
　則る
　とこ
　しと
　てと
　採す

をoモ底点
図　し的
喬社たか
　会節つ
　経減効
　済合率
　情理的
　勢化配
　のを分
　推図
　移る
　にた
　即め
　応　’
　し各
　た種
　財施
　政策
　需に
　要つ
　にい
　対て
　し優
　て先
　嬉順
　　位
　財の
　源厳
　のし
　重い
　点選
　的択
　　を

一る要の
をた請推
は較に進
じ　即
醗昭応
　和し
限六て
定十行
の年政
方九σ）
針．目役
にこ割
基十を
づ四見
く旧直
改閣す
革議と
合決と
理定も
化rに借当　’

置面簡
をの素
着行に
実政し
に改て
実革効
施の率
す具的
益体な
　化行
　方政
　策の

簡虫歳よ涯或需十

資’合予
計全理算
［則f本化に

にとにお
つし努い
いてめて
て前’嫉
は年特
’度に既
資同一存
金額般の
の以歳街』

顛こ下出度

度可に行方年’社
一能配う策度歳会
にな恵こ等予入経
の限すとの算に緕
つりるを萄及つ情
と縮と基実ぴい勢
り減と本な財ての
’すもと実政も変
下る嗅し施投そ化
記こ　てを融のに
にと歳’図資見応
よと入そる計直じ
りし面のな画して
編てに規どはを’

覧軽愚2鑛臨合
　　撫　と醸雛擢
　　醗鑑鷺籔
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取Ω継る係産現　く第う間も護
得届続こ機申年不解へ所調艇者不
し出中と関告　動説　要査　よ動握
た義のとに書保産V⑭の等必り産
場務者さ照を護の
合）にれ会提申保
にのつてす出請有
は規いいるさ時状
申定て為等せに況
告には　にる申に
すよ’まよと請っ
るり法喉りと者い
こ資第　確もよて
と産61保認にりは
とを条護す関資’

第改に要定の
5正よが期保
のをりあ的有
／5行十るに状
）つ分場申況
　たに合告に
　こ把にさつ
　詫握はせき
　　す更る
　（るにと被
　⑧よ訪と保

護もり則六評固　あ状る福定の回
者の不と十価定少灸況場祉期有’

　れの　る　るがも
一る等な。改こ行に第
　も’お　正とわ’42
不の特’　のとれ保次
動はに字概な’護生
産省説旬　要つ四の活
の略明の　嫉粍月実保
保旨を整　　一施護
有姥選盗思雛状　なと　と　らのの
況　 いど　お　適一改
の　とま　り　用部正
把　思る　で　さ改と
　　わも　あ　れ正と

　をかに近動と　と調娃せ被況　ろて適にるわて時わ義　さ
ま申らあで産に具し査　る保（そでい切遊これもにれ務しれ
荏告書わ嫉評行体た等必と護特こあなな休とて必把てのかて
　さ面璽　価わ的もに要と者にで喬い指不等いず握い履阪い
．せに　昭額れにのよがもか傑　　等誉動かるししな行　喬
保るよ原和のる嬉でりあにら有今　の　産らともたいが保

ので動し年替資な
固あ産てにえ産く
定喬の全行の税と
資　保てわ時にも
産　有のれ期係三
税　状世た（る年
納　況帯）最不ご

を合事的無不
肇噂範謹
す廻こ邸の
奎藷輪謙

事指に’は定不こ’護
例示つ不言期動骸必継
ががい動い的産　ず続
み円て産難にのヌし中
ら滑　のい見状　もの
れに処活状直況保十者
る行分弔況しに護分の
とわ等　にがつ開に申
これの特あ行い始行告

劉濯認羅籍㌦耀饗醐そ互鉛謙鰯辮
首わに荏と定改第る不苑あにをの保書した握保標税こ写状知
にれつ　との正1た動　喬努行場有等てもす有準通れし況賛
対るい本し瞥し項め産実　めっ合状の

　う嬉保
法保　有
第護費を
6ろ開用認
条始返め
に時還ら
よにがれ
る’円な
費被滑い

しよて来な無　　に’の施
に不よ法状要
つ動る施況領
い産資行をの
てに産細よ改
も係申則り正
申る告準的で
告抵晋則確は
さ当ののにな
せ権様第把い

　　　　　　のる不額知嫉をのが
る箸に況内こでこ動を書　提申送

籍雛鶴糠魅憂害鶴
必事に不の申　きのす産とるにる
要実関明結告　る変る評にこあ場
との係な果及　こ動こ価提とわ合
な的機点　 び　と状と額出とせに
る確関が不納　か況に又さして嫉
もなにあ動税　ら等よはれた

別1にるたよこ来障下
表によ障虞qとど害の
第より害　　とお児障
2る定の障法なり福害
と障め程害別つの祉児
同害ら度児表な支手に
様のれが福第　給当対

程た法祉2　要とす　手害祉い幅害　〈別第お支害
度炉施手がこ件名るま当者手二に基本解表1い給の重二
は　行当廃れで称福共がに当十引礎年説第にてに程度
廃こ令の止ら支を祉創範は歳き年四〉1よr関度障重
止の別認さの給変手十設囲廃以上金月　第る法すを害度
前別表定劃改さえ当九さを止上げにか　盈こ一る特者障
の表第に　正れ　嫉歳れ限さのら変ら　鳥とと法別加望
法第1係新にる従　以粍定れ障れわ障　　　　　　　 ロ

し’害たq害
たよ者力！福
特りに　年祉
別重対こ金年
障度すれ額金
害のるにがが
者障福伴大障

）ち行こ手にの
　　令の当係改
　（別項等る正
　㊨表にの障

でに明説用
あよ示明返
資りしす還
　明てる義
　文おと務
　化くとが
　すこも生
　るとにじ
　こを文る
　と入書こ
　と念でと
　し的そを
　たにの十
　も問旨分
　の答をに
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準　　　なの適もいの活して嫡　つにの　〈のげ救の　 ＿額災四け趣用　るや扶た　　なたよ支災解＠た助支災二
に害　　れ旨にそもり助と支昨茜もる給害説）こ法給害
つ時教ばに当ののく基こ給年 の基隈時〉　菟に基時被
い等育な十た他とり準ろ対度布で準度に　　　よ準に服
ての扶ら盆つの考のので象の団あに題お　　（る限お費

つ支正　用達活とて生q明につげ救被　（5〉引’被
て給　　　さ第費かき活　確おい　を助服　　のき災服
い基　　　れ6のらて費生にいて　行法類　　ア上害類

あと者で
ゑ侵加あ
　　算る
　所のこ
　要認と
　の定か
　改のら
　正場’
　を合こ
　行にれ
　つ用を
　たい璽
　もる度
　のこ障
　でと害

合て　つれ回さ利つの　O態炉がてを　〈莞万限　　　のれ五八小る
に嬉なたたもれ用て認霊円に認嫡超葬解ミ度葬五5ぞ○○学就
曝　諮もこ　る時多定櫃に対こ定　え祭説（　額祭　　のれOO校学
　生 のとこ仕間少料自引応のさ一るに〉㊨五を扶遺（6）引円円の押
基活従でにの組等覆金動きさ限れ万場要　別○一助体）きをに場乱
本保来あ伴認みにがと車上せ度る果負す表○万に運
額護ど喬い定とよ異なのげる額仕　　る
が法お
免のり
除適普
さ用通
れが車
るあに
こるつ
と場い

’料なりなつ運るたを組；遺費
所金つ割るて賃こめ遺み○体用
要がて増はお曝と一体とO運の
の引い料映り　と万運な円搬額
改きる金　地各しミ搬つま料が
定上輝が距域陸鷹　料てでに基
をげ　加離に運　五のい実つ準
行ら今算　よ局　0実た費い額

第円モお搬
7ま　け料ので二る　　　虫の
裂膿金
　上円運額
　げか搬改
　たら料定
　こ一の

燃噸
鑓醗
（O口円準

鞭裂
教就入労額申二て曝必追　こい果経　く（Q（に昼　元金控　（1）一一と
養労に世よ）月い　要麺収と状　費職解　⑳よ　ま化額除職　 ハなの関比帯りさ中る生と栄入と況職の種説＠第る従荏すにと種基　　つ
向連例に除れ央こ活な蓉金kに種支区V第7世来る比収区礎勤て
上経しおくた社と扶る里額たあに出楚ゑの帯の控こ例入分控労い

経特る連般従議和ぼ）こつら認分　　第しらに除控業　正さ
費にこ経低来会六満のとい　廃め析就　　7た就当　と除種　　　れ
の知骸費所の意十た補にて　止らし労　　のこ労た　しを別　　　た
伸講　は得控見年さ填よ虞　すれた関　　5く人つ　て収基　　　い
び②収勤除具十れ分り　るな結連　の員て一一入礎

認の帯’
定う員実
にちが施
つ出二要
いか人領
てせ以の
嬬ぎ上改
　者就正
出等労で
かのしは
せ基てな
ぎ礎いい

控る輝　で除正　と人者（1）の
除世　なあすに課し目をの判な
の帯世お喬る伴長荏以一イ断お

等い問
所’答
要不に
の必つ
改要い
正とて
をな嫉
行る
つ問以
た答上
もをの
の削改

降人にに’
の目よつ一
者’るい人
とそ収て貝
しの入は
て他金’一取の額⑭天
り就の第目
扱労最ア以
う者もの降
こを多5の
と二いの者

るの労あ費使経は人
　八者るが用輩’以ま
　五のこ就又　就上荏
　％控と労はつ労い
　相除か関消ま者る同
　当額う連費り聞場一
　額曝　経可就に合世
　　　二費能労共の帯
鼓合鵯説灘

　た目の五のでたい就
　もの以％に共就に労
　の控降程係通労つ者
　で除の度るし関いが
　あ額就で経て連て二

るしよ比を知が
てり例積講顕
の勤しみ　著
性室た上教と
格思方げ養な
を欲彗るのつ

した化にのこ
ためす収たと
ものる入め等
の経こ金のか
で費と額経5
あとにに費
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控者続　（5）たにの控一る収要なq時象　〈こ員
除に中勤　もよ者除部餌入もる　的と基解≒に基
額対の労経のりのので　に多に特職す礎説　よ礎特
のし者控過で得控取あこ比くつ別業る控〉（る控別
激てで除措あた除扱るの例なれ控経の除　⑭世除控
変嫉継の置喬額額いこ需さるて除費にが　第帯の除
緩　続改
和新し正
を制てに
図度就伴
る適労い
た用し
較にて保
　よい護
従るる継

のはとと要せと職のに対経
八一同かはるい業額対しく常
五人確ら就取う的嫡応　的
％目　前労扱考必　す特職
相の二述関いえ要収る別業
当算人（1）連とか経入も控経
額定目の経しら費がの除費
と方以基費て年の多ではを
し法降礎のい間需くあ臨対

7単場①位合
5のとの取同

（2）扱様
のい
イと就
）し労
　た人

（2）鷹こ一ながる人者
　　と人い複も員等

を目も数の一の
問ののので人勤
答額と場あの蛍
にを考合険場に
ょ適えの　合伴

堕騒翻謡
発を籍鷲
ことと費就必費
ととか部労要は
とな桑分人と就
しる　は員な労

しにい（就　方新用す方　を方し継　のかす生力世てり式　くとし前
粍穫る新労貧式方す喬式具適式て続までらる計性帯保もを今解したに

も　労ちかし行とず直はこ方にで控
の他す新かなしすれ近rと式つあ除
とのる方わいた灸かの⑦とのきつに
す就者式らも場　額控　しい　てつ
喬労をに國の合たの除新丸ず原継い
　者含移　と娃だ高額方　れ則続て
一も鷲行世す　棲いを式　かとし曝
こ新　す帯灸再　方上又　高して
と方）る内　度一を限は　いて就保
と式が者の　旧度適と旧　額新労護

置あ鑑いてがるる労
をる桑と嬢低こと控
執と　い　下と旧除
る考そう一すか方改
こえの被般るら式正
とら激保にこ’にに
とれ変護家と結よよ
しるを遣計と果るり
たこ緩帯のなと額新
もと和の弾るしよ方

置れ
にて
よい
りた
対控
応除
す額
るに
こ配
と慮

額除いた除　　　あ方礎置も新特旧基　の控がの方と控が三降継帯
）額る額に勤七ゑ式控を生方別方礎なと除新中式と除適月の続員次
をに場（つ労　　　を除執ず式控式控おしも方でにしの用か就中が鰻

鑓嚢麗論四　塩監
（ン長課席保監月　 崎査
関セは課生護査一　 氏指
連ン国長活監指日導分タ立補保査導付　　　課
の】身佐護嘗課厚長詳管障　監が長生祉　 に
細理者浅査就に省会
は部リ野宮任塩人局
52長ハ善はし崎事人
Pにビ孝福な信異事
に就リ監山　男動異
）任テ査嘉後首で動
　し1指照任席社

にの費か　あは経の一基勤の除　く7た
用基にら従る何費改元礎労補の前解のこ
い礎見追つ　らの正化控意填改述説5と
る控合加て　変補にし除欲分正しV）。
こ除う栄’
と額部養従
との笈量前
し七　補の
たOす填業
も％な分種
のをわを別
で要ち除基
あ否改い礎
灸判正た控
　定後経除

わ填よたと増をはた
るとつも収進控就よ
といての入分除労う
こうもで金を額にに
ろ基勤あ額増か伴’
は本労る別額らう今
な的に餌基棲除追回
いな伴　礎　く加の
も考うこ控業一栄基
のえ必れ除種友養礎
で方要らを別　量控

㊨
第8
の2
の

（1）

㊥
第
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九一療　億療円ち十’たて療いし省
二年扶生円挟と公四昭も支機うて大
億度助活を助な費兆和の払関国い臣
円国の保占はつ負写五でうに民る官
（の比護めそて担　十あべお医国房
生保重制てのい分四八喬きけ療民統
活護は度い約長は三年　費る費医計
保費大の幾七カミー八度）用傷嬉療情
護予き中　O　兆億のにを病　費報
臨算強に　％生一円国つ中の各（部
時総　お　質活’で民い心治年注で
財額昭い　　保四　医てに療度 l毎

一和て　九護八そ療み推に内こ年　て医との　のた保国営
兆六も一二の○の費る計対にこ発厚い療し医周とと護民方昭
六十医満八医億うはとしし医で表生ゑのて療知おこ関生向和

のや者　　　　　　努次療
社アの医　　　 『

会ル約療い者患
復コ六扶ての者精こ項のて
帰10助をル％受
促中を給
進毒占者
す等めで
るのる入
こ精精院
と神神し
は障分て
’害裂い
医者病る

重をで医
要担も療
ない最扶
位’後助
置公の岐
を費拠
占負り国
め担所民

中そ保のりろ係主に六
での障よでで係管つ十
最役のうああ長課い一
も割面に資る会長て年

カ！議会嫉度
　に議　の
そお及本医
のいび年療
概て全二挟
要示国月助
はさ生のの
次れ活全運

　　　　で活世十扶あ　て保六襖億の政
めの扶つあ保帯分助るこい護O　円う調
る事助い灸護のなのこれる世％医（ち整

社及神とに運嫉
会び病と蟹鴬
復アにす思に昭
帰ルよ灸棲当塑
のコる　 たハ
　　　　適つ十促1長　正て一
進ル期　なは年
に中入　運・度
っ毒院　営特の
　　　　にに医

制自医適とは
度立療正か貧
のを保なら困
基助障運当の
本長の営然最
にす実はと大
かる施’し原
かと及必て因
わいび要もが
るう被に疾
こ　保し医病
と生護て療で

帯弓重療五’補
の　扶六医助
実医助・療金
に療受九扶二
八扶給％助O
O助者）費○
％受はをは憶
以給被占本円
上世保め　を
と帯護灸O除
なは者　八く
っ被のま二」

表1　被保護人員・医療扶助人員の年次推移

実 数 指 数 及　属（

生活保 護 医　属 扶　　助 人　員 生1濫保護 医　療 扶　助 人　呉 量フ、助率

実人員A 総数B 人院c 人院外D 実八贔A’ 総数哩 人院σ 入院外び B／A

人 人 人 人 ％

40‘1：度 1，598，821 616，286 148，921 467，365 10D．0 100．0 100．0 1000
38．5

45　！ 1，344，3e6 701，783 191，103 510，680 841 113．9 1283 lo9．3 52．2
50　’ 1，349，230 785，084 196，932 588，153 84．4

1274
132．2 125．8 582

55　z 1，426，984 856，245 197，418 658，827 89．3 138．9 1326 141．0
600

56　〃 1，439，226 87σ，019 197，正48 672，871 90．0 141．2 正324 ヱ440
605

57　■ 1，457，383 885，051 196，451 688，599 912 143．6 1319 1473 60．ア

58　’ 1，468，245 897，102 196，580 700，522 91．8
1456 132．0 149．9 611

59　’ 1，469，457 911，788 196，181 715，607 919 147．6 131．7 153．1 62．0

資料：I ノ生省報割クu

表2　被保護世帯・医療扶助世帯の年次推移

実 数 指 数

被保護欄帯A 医原扶助世帯B 被保、，劇比帯A 塞廉扶助llL帯B
B／A

世帯 世帯 ヒ七帯 llヒ帯

45年展 δ58，277 513，404 1000 100．o 78．0

50　■ 707，514 573，513 107．5 ll17 811

55　門 746，997 615，1窪7 1135 119．8
823

56　κ 756，726 624，703 u5，0
1217 82．6

57　κ 770，388 638，413 117．0 124．3 82．9

58　ク 782，265 649，718 U8，8
1266 831

59　ウ 789，602 658，903 1199 128．3 83．4

資料コLノ生省報告例
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表3
入院。入院外別騨扶助人員餌雛移

・拠　40

　45
50

55

56

57

数　58

　59

人

、，奮　精神　結核

人 入

院

人

148，921　64．517　16・876

191，1D3　95，459　9・9QO

196，932m，961　6・532

197、418116，595　4・058

ig7，148115，829　3・681

19G，451　U5，6G9

19G，580　115・620

196，181　U3，959

　4G　　10G．G
指45　128．3

　50　　132，2

　55　　132，6

　　56　　132，4

　　57　　13L9

　　58　　1320
数

　　59　　131．7

　如　　100，D
構45　100．0

　50　　100．0
成

　55　　1qQ．q

比　56　1樵0
　　　　1DO．D

％

57

58

59

1GO．G

10Q，G

人
院 外

そ碗　，汁　精神結核そ碗

80、842

8G，96G

82，222

10G．0　　100・0

1護8．G　　58・7

173，5　　38・7

エ80．7　　24・0

179．5　　2L8
179．2

179．2

176．6

43，3

5D，0

56．9

59．1

58．8

58，8

58．8

58、1

人 入

67，528　467，365

85，744　510，680

70，439　588，王53

76，766　658，827

77，638　672，871

　　　688，599

　　　7QO，522

　　　715，6G7

　100．0　　100・O

　l27．o　　lO9・3

　116．2　125・3

　113．7　14LO
　U5，0　144・D

95．8　　　147・3

95．g　　　l49・9

97．4　　　153・1

11．3　　45，3

　　　44，9

　　　39．8

　　　38．9

5．2

3，3

2．0

1．8　　　39，4

41．2

41，2

41．9

100、0

工OO．0

1DG．0

100．0

100．0

1QO．q

玉OO，G

lDO．o

人 人 人

7，265　3L656428・444
12，168　23，500475・012

19．275　主8、792550・086

29，285　12，891616・650

31，818　1卿5629・638
34，939　　653・66Q

37，463　　663・059

39，796　　675・810

100．0　100．0　10G・G

167．5　74．2　110・9

265．3　59．4　128・4

403．1　40．7　143・9
窪38．0　35．1　147・0

480，9　　　隻42・1

515，7　　　144・1

547．8　　　146・9

1．6

2．4

3．3

44

4，7

5．1

5、3

5．6

6．8　　　91．7

4，6　　　93．0

3，2　　　93．5

2．0　　　93．6

1．7　　　93，6

94，9

94．7

94．4
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表4　昭和60年度
被保護精神障害者社会復帰促進モデル事業
被保護アルコール中毒者社会復帰促進実践モデル事業

実施一覧

精　　　　　　　　　　　　　　　神 ア　　　ル　　　中

1　1巳海道 本庁　帯広市、、o

2　
［
コ
　
森

西北㌧、D

3　君　丁 1街磐井

4　　　城 木り1石巻w（〕、 本庁，大＝II∫原、・o

5　秋　川 秋田　o

6　山　形 ゴII「』

7　福　、阜 弓

8　次　城 土浦　）

9　栃　木 安蘇・・o、佐野市・・　小山rlh・ 那須㌧、匡

10　群　llゾ ノ『！irIII　D

11　埼　
［：

タ嗣1∫
大一閣ノコーllF～、o

12　丁・ 本月　印旛、、・野［肺、、。［IL［街道llL㌧・

13　東　京 來村1［IIIf〔）痕大不urlK　D

14　神奈川 小ほ源南・・o、泰里肺w・

15　翫　潟 ・古0新潟III　O圭岡市、、0

16　　　山 中部、0

17　f』　川 本庁　中央… 本庁　羽咋鹿、1講、、o

18　福　IF・ 本1』　ト1点・・〔福井巾0

19　山　梨 ［晦輌o峡北、㌧0げルコール今む1／

20　長　野 南佐久、、Ol・5・県、、oド伊lll、、0、東筑摩、、0、南安11菱0北一妊トト、、O、卜 1”E、、O吏水、、O

21　岐　自

2ウ　静　岡 静岡rlf　o

23　愛　矢II 春日井rlfvo　刈少こrlf、、o

24　　　重 北勢・・o

25　ご帰　賀 震矢rl犬い・ひ

26　　　者「一 福舞ll！II［榔D宇治市・長llL閣】IぐW・

27　大　 坂 貝塚市、・o

2S　IT』Il 本庁　姫路市

29　　　良 中租wo
30　和歌山 伊郁　o

31　「1　取 本庁　1ナ巨 ε1ヱ・・

32　臨　恨 全郡WOl隠岐束部霊南』II㍗l働11月Il賀1ナll1「 9
33　岡　山 プ1増　　勝ウL〔けルコール余む1
34　広　、辱，ち

35　山　　［［ 玖珂・If楠W・豊浦、・・宇鵯［lrt∫…　萩“・

36　亡 A・　島

37　香　川

38　路　媛 松山、o

39　　　知 杳美郡o塞’・1f　o

40　芋［】　岡

411ノ　賀 中部照

窪2　f　崎 大村rlf、σ

43　　本
44　ノく　分 1咄w【）

45　　　 崎
東臼許～㌧o

46　鹿児ll，1， 本庁　川辺、・o オ崩1北薩・・‘

47　ご中　縄

小　　日1
札　巾晃 平　o

季1［

【浜 保1’／ヤ、、（

rll崎
名 lfk… II川、、o

剤一

人　阪

神　戸1

広　、島

北ノし州 本庁、才1松㌧、・o

福　岡

小　　
Ll

一1
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んけ　で般定か合機　と標医が選
どる通対的すら嬬関患し準療行定す
で医常応なべ専　で者てを扶うはな
あ療病可もき門遠はのいみ助もあわ
俊機気能のこ的隔専居るた運のく摂
　関にとはとに地門住のす営でま
そはな考近は治の的地で範要あでこ
う近つえ辺当療指治のあ囲領りもの

Qるがでし治のし

味定すあす　曝望
し医るる怠そ　を
鵡奪笈騰奮
るをあれこ理者す
の選つはと的のる
で択てあを作医こ
はで患く考用師と
なき者ま慮がとと

　　　　　　　　け安な医がし
こ自もた療信て患ら易か療希て
と由参もに頼い者れにな機望い
をに考の及関るの資認か関する
意指とでぽ係の希　め利をるこ

て用選かと
いし定らか
るな棲と魚
実い　い
施遠一う無
機隔般こ原
関地住と則
も受民のに
見診さみ患
受をえで者

る　を制民い病医目力！いの　　　＿機総助とはす場い　す趣来患灸の
個こ有度健るあ療的　は公結　　二関合のい改る合てしる旨る者　結
魏捲灘㌍蠣難撃鯛指雛贈謹琶痛聯鰭懸9
f磯いち険ではつる的の担防指定定判のとか自つ機つう正治望扶き

簿縫集蕪籔雛鵠篠蕪弊藷奮警嚢豊雀

もいはににと　　い重が局導あ院樋害墜て重とい個この引てレよ示なレ　四く麟一に本るを院強医行点同は別昭と方
続いセりしるセ化　 こに　課当年ζ重生とが歯療うに様入指和が針

誕備璃1貌献綴甥琵額饗馨誘盤膿欝纂高

だ度だて等年拠　　　　でをな部指　が病てが五れ　しを度るの　う

　的こ護こ分者め　　　　すての施医鰻務資業虞効療資実　 トし　き
付にろ関れにのに付　五る事です療所員巣養態まの磁た
添取で係に審脚遜強　こ業る事査にこもケ的実レカ蚊審麹
看組あ係っ査状　看化付と計各こ務察おのレ1に態セ表　査入
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での餐は性もこい神　ら取各率概道　いし数のる吏唾
あう　甚質ののる病なれ組都がに府基釜たを付カミ員
灸え申だ上で付もに艇袴み道区墜県準　も基添　会昨
　　　　　　　　　　の府々吾（看　の準看昭議年可讃稀付あ添の付

否がで添れ看が添こ
漢箋副標草無
駿と講腿雛るき考要病病け付況
こはえと院院らがを
と十らすでにれ行み
が分れるはおたわる
必調るこそけ墾れと
要査のとのる　て精

一県のえ市護
つ（実な）病
の市態いご院
参）と面との
考にながの整
におつあ条備
なけてる件状
るるい輝も況
と今る　あ等
考後点看り各
えのは護一都

）看護和のの
は護率六資全
一外（十料国
二病付年と生
　院添四し活
七入看月て保
％院護の配護
と件の全希担
な数給国し当
つで付平て技
て除件均い術

表5　付添看護の給付状況160年4月分）

八　院　患　渚 ∫毒添看 細）給付

看　ト1些

〔B／Al

㌦111帯・塘帯比

総　　数 基準轍
病院人院

轄猛看護
病院外人院

　lAl
総　　数
　lB♪

・享　　帯 棄　　帯 ㌦亨　帯 兼　帯

総　数

総　　数
　　　件
195，555

　　　件
102，481

　　　件
93，074

　　　件
11、8U

　　　1一「

4，314

　　　1－1

7，497
　　　件
12．7

　　％
36．5

　　％
63．5

般 85，392 34，622 50，770 11，658 4，252 7，406 23．0
365 63．5

精　　神 110，163 67，859 42，3e4
153 62 91 o．4 40．5

595

r　llll

数 149，007 76，075 72，932 10，643 3，778 6，865 146 35．5
645

般 67，870 26，737 41，133 10，509 3，725 6，784 255 35．4 646

精　　神
811137 49，338 31，799

134 53 81
o．4 396

60．4

絹1朗1

総　　数 46，548 26，406 20，142 1，168
536 632 58 45．9

541

般 17，522 7，885 9，637 1，149
527 622

11．9 459 54．1

精　　神 29，026 18，521 10，505
19 9 10 02 47．4 52．6

團古典的名著の復刻版／重版出来！ ●小山進次郎著　現行生活保護法

制定時に刊行された，古典的名著

［復刻版］ ●A5判・942頁●定価6000円・〒350円 〒100東京都千代田区永田町2 2－14山王飯店ビル
電話03（581）95 　郵便振替・東京6

38440
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　きを動い号和方
昭指ふ向る厚三針生
和導まやが生十等活
六方え保’省五の保
十針た護こ社年実護
一が監運の会四施法
年定査営ほ局月要施
度めの上か長七綱行
にら重当各通日に事
おれ点面年知社つ務
いてとす度に発い監
ていもる毎示第て査
嫉資い諸にさ二嫉の
　　う問保れ二　基
次　べ題護てQ昭本

　　　　　　つめの
保　　 一以てら重
護の段　 下示れ点

膿難講前譲
憂讐顯醤鑓

条活資
件用薦年
です　金
ある能’
るこ力預
ことそ貯
とがの金
か本他等
ら法あそ
ものらの
’適ゆ利
特用る用
にのもし
保前の得
護提をる

　　二会二護
　　月局十指沼

霧　　二長五導和
　　十通日監六
　　五知付査十
導　を社方一
睡　二も監針年
皿　十つ第に度査六て二つに
方日示oいお
針　　にす号てけ
　　開と厚はる
設催と生’生
定読欝講
璽
目

里　点要あおた
尿　等及るい全
　　にびがて国
　　つ指’そ課
　　い導それ長
　　て監のぞ会
　　説査方れ議
　　明　1こ　傘卜手旨　　、

　　す当設示全
　　喬た定し国
　　　つのた係
　　　て背と長
　　　の景こ会
　　　留とろ議
　　　意概でに

Q摘か能あのをす施保援定に
　さか力ゑ主徹るに護助期曝
　れる　　 旨底こ必世が間
　た事資監かす共要帯巖に面
　福実産査ら蚤　なにもお接
　祉把　結みし及事つ重け相
霧懇藻鱗離霧薩
所＋のみ一生・を保咳なか

　も分受て義活義的護　審ら
　少と給報的保務確の個査開
　なし要　事護のに決々と始
　くて件稼項制周把定の指後
　な指に働で度知握実要導一

に時に稼　が開つスい働記対か終せ通ち面非相関によ働な必始い診’能録応けわ’しろ接當縫1社購
す犠る収苑要後て断保力票すてる面てん相に

！　　　　　　　　　　～
l　　　　　　　　l

i鑑購罧i
l　　　　　　　　　　夏

i瀟報集i
l繰麟□l

l　　　　　　　　　　l
l　黙　　　ll　　　　　　　　　　l

l　　（　　　　　
l

i　社　　
i

l　　△　　　　　l
l　　　耳　　　　　　l

l　福　　l
i　祉　　

i
i　施　　il　　蒼几　　　　　1
1　　蒔又　　　　 l
l　　g　　　　　l
i　福　　i
i　祉　　i
i　手　　

l
i　当　　ll　　）　　　　　

l

i厚旛　1
港奪　i
　　　　　　　　…
1△羅　　　

1
　　　　　　　　～
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に真　等状十越に墨とわい労にじて　見な要を中　　　　ののるる不

いケ労あさ職こる速対にも力きを要活　者適労働1　　対　 点　底開
　1又灸せ活とこやし慢かに　的に用　一職阻能ス　 す　 事以を始
なスは　る動をとかて然か行就確応し　がが讐力の　　　　項上図す

たあにい　　 ＿事るよて暴
例揮り嫉力に
で　年　団対暴
は遺々全関すカ
あ憾減国係る団
るな少の者対関
ががし関等応係
依らて係の　者
然一き者不と部たの正　等
しのと鋭受　 ケ

て限こ意給　
1

あらろ努に　　ス
とれで力つ

　れ組にの周を合を　指じ族る行育る法つ　適所ずお
二喬織まで囲招に放こ導家間場方義と他いな切要損正
　　をか　にくは置のす庭で合不務と施ておなの導当

あせそ与こ’しよる裁話を明履も策も’借手指な
げるのえと社慢う必判し除で行にの前稼置続示思
てこ対るに会然な要所合きあに’積述働ををに由
取と応影も的と稼がにい’るつ前極に駕講経従が
組なを響なに保働あ調を極等い夫的留齢ずてわな
むく一もり批護年喬停さ力特ての活意層る保ない
こ　福『担　夢匡　力、　半U　を　歯冷

と祉当常ねさ継層
が事員になれ続の
要務の大いるしケ
請所判き受結た】
さの断い　果場ス

等煙￥別’子用すの必護いに
の　当の前に等る母要の場も
申必事理爽対には子が停合か
立要者由がす配か世あ廃にか
てに’が全る意’帯る止はわ
を応親あく養す他に。等’ら

たき行のもるに療応状続に的合祉警た　制祉指の診徹及のしはし　を
めでつ組巣療基機じをし難協に事察つまを事導適断底びでた”こ絶
のなて活　養づ関複的て護力曝務とて共確務指格会し現　対こ適のた
努いい動保専きで数確いをが　所連嫉　立駈示性議た在資庵れ正よな
力のる等護念就ののにる申必皐だ携　こすが方に等調の嘆　らなうし！
をで者のを指労検国把ケ請要　けを広れる組針つを査生　取ケ響な

茎鑛雛轟難薦誌羅難断隷禧纏篠耀差謎
うの護的な力たqまたつた蒲応図官ス重げに厳保博過く対保を
文維を行がには　た典いは傷本がる公の要てす格護更に去求すす未
書持適為ら行入そは　て保病庁困は署対で取るな受につのめるる然
に向用を暴う院の公必嫉護をの難力！’応あ組等審給ケい生ら毅たに
よ上す現力とに結的要　を理全な　特に喬む　査要1て活れ然め防
りのべに団とよ果医に病継由面場福に当　体福と件ス　歴るとに止

者不約保もかで止しよ　　うにの合文つし与にでと護経い強
雛褻舞霧麟讐化瓢蓉憐粟竃毫解駿羅誘羅
み給が悠無稼昭’的国受十
れ件明　申働和こにの給五
ば数ら六告収五の取関事年
極はか億一入十よ組係件末
め’に八等の九うん者の暴
て全な千に無年なでが発力
漢国つ万よ申度努い不生団
かのて円り告に力る正を関

讐糠韓輪講雛

正必通を要を’こ’暴現
受要報行の行生とま勾蓼
給ですう手い活がた灯貝
防あると続’上明は為等

のき速’返つ1を傷所
強　 をや保すいス脅害職
　　行か護場てに迫を員

度止護い導
での申て緩
対措請曝
応置の　指
すを却所導
る講下要指
こず’の示
とるま手に
が等た続従
必毅はきわ
要然保をな
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用護助保る
し其言護調保
得　指の査護
る生導申指の
資漬の請導受
嘩に徹’の給
育深底累徹要
力す時底性
そる　等　 に

の者　に　 か

池が　お　 か

あそ　け

年え導ら本活ら

た眼重唄前たを
に点要開提め’

髪案難謹

◇
監
査
に

当
た
つ

て

の
主
眼
事
項
及
び
着
眼
点

に　た会保底資査の　は受てカ所不つ所　るあ
曝ま調社喰を薦活具不い給い所が正たが監うる
　荏査等　図　動体正え防る↓年受と不査えカミ
法　を関税る収に的受な止こ五々給し正結で
第不行係務と入よな給Qにと十増がて受菓大本
七正う先関共のる対を　対等九加発指給でき制
十受この係嗅届生応末　すを年（生摘防はな度
八給と協機　出活と然　る勘度五しさ止一影の
条がが力関雇義実しに　取案一十てれ対四響適
を発必を及用務態て防　組す八八いて策九が正
適生要得び先のの毬止　みる○年るおにのあな
用しでて生又履把　す　が骸力度福q間福資運

的qに書て度別　なと眼査課　がすて望告に正

繍鎌繁鷲鵜繋輩霧難議

に等を　　の　　一の適の方生　◎す的険稼産基の的護　（⇒か権つ
基に開稼に　　　一で正現針活訪　る確金働（礎適確の個　 ’利いま

必れ令護　ス　　　　とのめ遇の　　営の保×資も護を保　　るのに

前離　必基自適棲所な病い導用　　（⇒置なな適い剣労資出スとたの要
夫別ま票づ立切　のいもケをが母指　をいい切ケにす　さか連め場と
のしたがい更にそ設場な1積不子要母講場にな1就るませら携に合す

履咳は　行れ帯よ勘保て　ら労の　す　の従由よわ　　がをケ機め
行　 ・　うにのう案育い傷な指活　る　借わがりな真就あ提1関るこ
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1　　　　＿項チ行均域収護見離れ一て
ス監　　＿二とエわ衡の入をらしる世
の査化に　 しツれ等低
取結
扱果
いか
状ら
況暴
を力
み団
る関
と係
’者

①等
長ケ

す力追すい十得産なのをス認世離
る団加るる分者のいで受に定帯ケ
組関したか考階状こ　給つす単1
織係菟較ぐ慮層況と婁しいべ位ス
的者　　 つしのやと田ててきのの
対等　甦誌離縮嘉難応ケ　 にの帯実構たにケ械るにい
の1　主状分態嘆世よ1的とよに
強ス　 眼況離と　帯りスに思りつ
　　　事をがの地の保が分わ同い

　　　　　　　　　　　　　　　　㊧でに扶年ス　つ所合に
　　　　　　　　　　　　　’世の　あ当養金に高いへいつ
　　　　　　　　要れ保ケ帯本帯推世喬た義等つ齢てのをい
対暴てクてを所資しる護1と来分進帯　っ務他い蓄の調さて

分
離
ケ

ス
に
対
す
る
指
導

て者法てや指停せ’
きか他嫉重導ま’当
めら施　度がた必事
細の策各障必は要煮
か援の種害要審に
な助積の者で判応親
配な極福なあのじ族
慮ど的祉ど至申家聞
がの活施の　立庭で
必指用篤ケ　て裁話
要導や　 1　に判し

の七さしく状険握行て止
措八れ　況会及の　す本
置条たさに健び指①る年進
　適場らつ　動導資た度
ま糧合にい税務の嘩め1ミ
共にの不て務先徹　の
　よ措正チ官　嘩収圏不
悪り置受工署金　入八正質不と給ツ等融②等体受
な正しのク関機生の的給
ケ受て事す係閏活届なを
】給　実る先　実出対未
ス額①がこ調生態義応然
に返法発と査命の務とに
つ還第見との保把履し防

四

不

正
受

るて福な護暴たを導因分し②実資較期
こい祉審受力の継ががなて傷関産　間
とる事査給団で続徹なもい病係等そ蒸
とか務と要関　し底い璽るをを保の
しど所指件係前てさ者　ケ理把護阻、
てうと導の者述いれに⑤1由握の帯聞

給いかし方適等のるずつ傷スにさ決のが
防喬なて針格ケ重も長い病の長れ定生な
比　 ど組が性1点の期て等病期て実活さ
　　を織明にス事等問必の状間い施実れ対　 チ的確つに項が漫要就把保なに態て策エににい対を認然な労握護い必やい
のツ行さてすふめと就阻がをも要収な

推翻傭蕨縫蕪襟騰煙

診題”断を担い
会多当わ
議く者ゆ
等抱各る
のえ人r
体てで処
制いは遇
がる解困
確た決難
立めでケ
さ’き1

ケなス　で個が体事ま動あれ所て沓た　に充営
1い一まあ人参的業衆向灸ばと行のめ生分実管こ
ス問はた喬に加な計　　　なしわ個に活か一理の進

周し取圃事決そらてれ人曝曇れrの主
知て扱　務定のな組る的　護て実推眼
徹策指問所実たい織の判保行い施進事
底定針題と施めこ的で断護政る体一項
ささ等点し上にとにはやのを
れ熟が是ての其は行な活決円
る　関正の諸　当わく動定滑
こ担係の運問管然れ’の実に
と当職た営題内なて福み施運
が者員め方等のこい祉にが営
必個全の鎖を保とな事よ担す
要人員具　ふ護でけ務つ当る

。制r曝
の査

確察r保指計
一導画
の機的
三能な
つの運

　のをでか条い五改チ廃’のて
　正工止そ適の
組がツしの用告
織行クた状が発
的わすケ況安等
なれる1　易の
運粍こス⑤鰹措
営　との悪行置
　　と再質わ管　し開なれ②
理　て始不て法
の着の正い第推　 眼状受な六
　　点況給い三

ク付累の検帯とのにて生長合患六全に　　 粛すの審　基す　くれ
す状積把讃看し推引い活期が者O被起保　 ハるで査と本るまこて
る況金握　護て進き喬難化約の％保因護推　 こ　とく的た共とい
このの状医のは一続　護し六うを護すの進医と面指になめ　のる
と三取瀕療給’をきこのて割ち占人る開
と事扱　機付新主rの中いに精め員も始
し項状②関のた眼医たでる達神て及の事
てを況入に妥に事療め大なし病いびで由
い追’院お当①項扶本きど入患る保あの
灸加⑤患け性専と助年な’院者q護り約
　しく移者るに帯陵の度比医期のま費医七
　　送日看つ看　適も重療間占た総療割
　チ費用護い誰着正昨を扶もめ’額扶が
　エの品実て　眼実年占助年る入の助傷
　ツ給費態の兼点施度めは々割院約は病

療が接導’要に保でこ
扶必相援面件嫉護きと
助要毯勲接でのなが
ので貝が相あ実適い組
適雛麟罐震繍正
実

施
の

任重等
者要に
をでお
配あけ
置るる

制運で運
の営あ営
整をるに
備確。は
は保　欠
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事は幅（カにみ保に福るの多る対　配じ準ま果　でが点ま指定
項福にケつて護実祉都あくこしく②慮て及え及①あ’にえ導都昭
の祉変1い　の施事道る　と　一k監び各び一資実従た監市和
改事更スて特運す務府福かと少般　査運福運般　施っ別査本六
善務し検曝に営る所県祉？すな監効班営祉営監
　所て討　問状必にで事　るく査果の上事方査
運で行遷一題醍要特あ務保輝と曝的編の務針嫡
営前う　般の　が別つ所護　も　に嘆問所の
方年と監監な保あ監冥をの福年全実　題の事前
針度カミ査査い護る査　多運祉一福施日点保情年
等の　事を福動場等こ数営事回祉す程の護聴度
の監（イ）項例祉向合をれ抱等務は事るに実の取の
事査本等え事等に重らえに所実務こも情実等監
情指庁を媛務か嫡点問て間数施所餐十に施を査
聴摘又大　所ら　的題い題がすに　分応水ふ結

上て表基庁＋
の実些＿の皿
竪施爪目r』福年

驚甥輔ぼる眼重務都
次こ事点所道
のと項事に府
とと’項対県
おす着をす・
りる眼ふる指

に等摘項な事要　継を困体　導の以状告に所問　る通も取
実）事監保項が④続樹難的なに運後況さ是の題⑤こ常差を
施及項査護にあ一的立なにお務営もをせ正幹点一蒐のし行
すび等等動問る般にさ事行’め状常確る’部等般
る特の）向題場監指せ項い監る況時認と改職嫉監
こ別ヒ’にが合査導そに’査こ等管すと善員　査
詫指ヤ指即あにのすのつ当の詫を下るもさに理に

等’営実ま監ら
を巡方施た査み
積回針すは（て
極指’る急特’
的導指事激定必

導リ導応るは結る解い該指
監ン（しく場特果こ消て年摘
査グ運　合別か≒には度事

努’中項
め年では
る次解極
よ計決力
う画が具

把福こにせ認事よ
握祉菟指’識者つ
し事　摘そさ及て
て務ま事のせび把
継所た項結’福握
続の’の果速祉さ
的保監改をや事れ
指護査善報か務た

一支う
般え等
監なの
査い方
はこ法
　とに
隔。よ
年こり
での実
実場施
施合し
す’て

の

（2）

庭る 開

（1） 導件　1に第
のに　　対1

主

的資
確産
な　’

助
量
口
指

始
時
等

羅
の

徹か保す’
底か護る福
　るの指祉

眼
事

灘
鑓む
、ヂ

の
に
お

申
請

調受導事
査給監務箪

寸 徹 け　・ 指要査所
項

（5）k2）1 （1） 5　　（5）1（2） （1）2 （2）　　（1）1 （5） （4）　（5）（2） （1）

会 わ 出　　　　認 保　　確 徹 立　　て
嚢　こ社
　れ等
義ら膜
務に係

年
金
保

稼れ申収
働て告入

’収い内申
入る容告

さ収稼め
れ入働ら
て申収れ
い吉入な

有資に資資
を産把産産
認活握（
め用さ不
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等　　れ時
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さ自い資開保
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て更熱
い生
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収前請始

霧1

着
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叡蕪

険
金
等
の

以猟に轡
外　　不及
（　　審び
年　　が給

る轡のい
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いにか 無 補　　務容 出　　て 所適　　等 ら 関等活等
てつ P及 償　　先審 に の有切　　） し れ 係）用の

眼

十い び 金　　　　査 つ 指まに　　の お て 先は等状
分て 受 ’　　税は い 導た行　　申 り い 調的の況
な適
調切
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撮指
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がさ
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わて
れい
てる
い角る
カ
≧

墾
額
を
社
：
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罎
華
務
贋
保
険
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送　　官切
り　　署に
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糧　駅
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て
適
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導
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定
期
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提
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等
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よ
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利
義
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（2） （1）笑2 （5〉
主

進指ケ 援に者 情 活

導1母　ス子
助対の稼に個
のすい働即別

動計
の画

眼

援に世 推るる年しケ 確的 事
助対帯 進指ケ齢た　1 保な
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推るの ’スの導の 問

2（5） 〔4）（ろ （2） （1）1 （5）　12〕 （1）2度病　1 （5） （4〉（5）（2） （i）2 1
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重にて　　のの
度つい必壬生
題いる要に活
警てかに対実
煮配　ロ応す態
等慮　　じるは
にさ　　家珠把
対れ　　庭養握
すて　　裁義さ
るい　　判務れ

世る
帯保
o）膏
自所
立の
更設
生置
計状
画潟
は
明
入
確
所
に
条
さ
件
れ
等

け

ま
た
寛
を
理
由
に
就
労
し
て
い
な

　　　保稼母　　護
、働子　　の

能撹　　停
力帯　　廃
のに　　止
活対　　等
用す　　の労
にる　　措ま

顕蹴て
十
援
　
　
切
剣
分
助
指
の
導
状

　な
　理
　由
　も
　な
　く
　就

はは
適真

にに
行求
わ職

　行　　書
稼わ他を
働れ績提
能て　　出

潔糀毒
活か策る
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指
導
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　適

録艶不
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にい嫉る臨
　　　力き時

　　在

酵鰭轟嫌鴎
果応続的状は動動実
は借くは況なはの態
ケ置な達変い概状に
1がど成化級ね況即

　　　訪　　　　間

い　　　　ケ

　計　　し
　画　　た

霧　藺
　り　　格
　実　　付
　施　　及
　さ　　び

訪
間
謝
・
画
の
設
足
状
況

指る 所0）て てを い さ況　　れ活 指 そてた状い治状 れ の は れ　　実
婁力1

援
助
の
状
況

停つ
又い
は■
審
判当
の
事
申
煮
立

へ覆し
の行る
調に角　．

い勘
る案
かし

適
切
に
行
わ
れ
て

母
測
に
’
対
る
就
労
懇
が

　れ
　て
　い　　　　る行
　る　　　角わ
すカ1

て動
いを

　貫

　従角
　わ

　示
　は　　他るの
　徹　　関角指
　底　　係
　さ　　機
　れ　　関
こて　　と
れい　　　の
にる　　組

　　織　　的

導
暖
助
は
求
職
活

のいめ況る医況
　　　力≧訪
　　　　問
　　　　検　　　　跡　　　　鵠
　　　　令　　　　等
　　　　に　　　　よ

て
い
る
カ
1

理
由
を
確
認
し
訪
問
方
法

適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か

て　　施
い　　可
る　　能
力≧　な
　　訪
特　　間
に　　計
長　　画
期　　と
間　　な

　　つ
点

に親 い　　’ なま　　連 動 り を
繭　て

つ族 る 地 いた　　携 状 傷 蒙 し　　い
い間
てで
の話

か。域に

お

場　’　　は

食蜀雰
況
報
出
口

病
σ
）
程

え
る
等

て　　る
い　　か
な

対4 組等5
〔6）

主
策 織ケ のス
の不 的　1暴 推に世 眼
推正 対スカ 進対帯
進受 腿に団 す分 事

給 の対関 る離
防 強す係 指ケ 項
止 化る者 導 1

（ろ） （2） （1 2 （2） （1） 1 （5）　（2） （1）5 （4）（ゐ） （2）（112　1　　（ろ （2） （1

阻 （4〉（6）（2〉（1）

先 に 本 織 き る
悪
質
な
不
。

65
法ま法
第撲第

条悪条

78
不調
正査
受は
給適

生
活
実
　
・
態

資
産
収

不
正
受
給

渠鵬燦獣鱗暫謹翻
懸舞講渠繍魏霧或鞭

出
書
帯

適
切
に
行

出
身
置
帯

麓世
　帯
　分
　離

雰
離
の
取

蚤鐸璽独
　金度屑
兄等「蜥老
弟の害人 着

正
受
適質適
　な用

の切
事に

の
把

入
等

発
生 縫難帷舗女暢毯み雛 員

に
わ
れ

員
及

要
件

扱
い

等他者に
の法等対

給
　累

で安
ケに
1よ

実行
がわ

握
及

の
届

防
止 暑羅罷顯鋸騰雲欝 対

し
て
い

び
本

を
満

状
況

扶他にす
養施対る

廃易
止に
し行

スり
に不
つ正

発れ
見て
さい

び
勤
務

出
義
務

σ）

た
め

つ継因づる
い続がくた

にを要基す況的等はカきでの調1
　　　　　にの十
　　　　　行処分 給活

受生査ス　　憬
　　’の　　崔

’る
カ≧

人
の
収

た
し
て 翻額者活指

たわ
ケ　れ
1　て
ス　い

のな
再い
開麓
始
は
原
則
と
し
て
肖
’
　
、
に
急
迫
状
態
に

い
て
は
出
口
発
等
の
措
置
が
さ
れ
て
い
る
カ
1

受
給
額
返
還
の
措
置
が
さ
れ
て
い
る
カ
1

れる
たか
場
含
の
措
置
状
況

先
金
融
機
閃
生
命
保
険
△
万
社
税
務
官
署
儲
寸
関
係

構
の
指
導
は
適
切
に
行
わ
れ
て
’
い
る
カ
き

の
取
組
み
状
況

てしな指め
’てい導
保い養は検
護な
のい組力命
停角活に令廃
止
の
措
置
は
行
わ
　
　
為
れ
　
　
を
て
　
　
行
い
　
　
　
つ
る
　
　
　
て
か
　
　
い
　
　
る
　
　
者

動行は
等わ行
反れわ
社てれ
会いて
的るい
行級る

　　わ分行　’　　れのわ
　　　て決れ
強診　　い定て
　　　るにい
　　　か際る
　　　自し鵡
　　　対　　　応　　　が
　　　困　　　難　　　な　か　　　ケ　　　　1
　　　ス　　　　に
　　　つ　　　　い
　　　て 組力1

欝難懸
難況　專
難　　募
騨　　　萌

入
資
産
等
の
纏
は
給
与
証
明
沓
等
の
資
料
に
基
づ

し
る
カ
と
う
カ
に
つ
い
て
毎
年
1
回
は
検
討
さ
れ
て
い

か用饗鑑
らに
のつ援は
援い助適
助ては切
に一1・適に

つ分切行
い配にわ
羊響寡磐

分れれい
指ててる
導いい唖
さるる
れかか
て　　口

い
る
か

助
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　（5）

保
　実
　施
　体
　制
　の
　確

　（2）

の
充査
実察
　指
　導
　機
　能

　（1）管5
管　・理
理計の組
の画推織
推的進的
進な　 な

　運　 運
　営　 営

（1）4521

繋羅離
業等談導導
員に員員員
等対の”
縞淫羅
す研者員員
る修ののの
篠講難
適状況の況
切況　確
餌　　保
　　　状
　　　況

い
る
か

　（4）（5）　　　（2）

か　　 確
ロ地周認ケ
　区行し1　担訪てス
　当問い診
　替をる断
　時行か会

等う
に等
お処
け遇
る困
ケ難
1ケ
孟支

懸
舗
鯉
蒙舅

晶醤

惣
墾か≧

客

o議
σ）

決

塞
馨

’過’はいの
指の指適て進
導記導切’行
は録等に適管

　（1）2（2）（1）1　（2）　　 （1）54（5〉　（2）（1）5（5）

び　　　　　　　出等　　　　ま

蝋嶺藺醸艘特午郵難蝶
購翻鰍額鍮携灘蠣
すの及進作設をカ1開会会情進員定運推係

蝿雛麗饗醗薦輪蛸韻言経醤理つそ柔　れ開活じ況知事針況が

畢蕩靱9鵬取
員にの況れ助状
に行都
指わ度
導れ決
　て裁
指いさ
示るれ
しか　’
た
事
項
の
措
置
結
果
を

。ケ
　1

ス
の
内
容
審
査
及

て言況
い　’

る指
力1導
＼が

　な
　さ
　れ

　い
　る
　カま

て始用たがさ業に
い時状処定れの即
る及況遇期て遂し
かび
。処
ま遇
な困
　難
必ケ
要1
なス
場の
合処
に遇
は方
所針
長を
等樹
幹立
部す
職る
員場
が合

方的い行た
針にるに実
の確角必行
定さ魏
状れ　 実な
況必　施も
　要　方の
　な　法と
措醗苓

　置　が　確て
　　　にい　と　　　さる　親麺≧
　て　　　い　い　　　る　る　　　か　か

参
画
し

て
策
定
さ
れ
て
い
る
カ1

（2）（1）2 1

運録運幹
営謹営部
上動方職
の向針員
問ののに
題推設よ
点移定る
に及状運
即び況営
し当
た言亥

対地
応域
策の
が実
盛情
りが
込反
ま映
れさ
てれ
いて
るい
角る
　か

管
理
o）

掌
握
状
況

あ
る
場

に
行
わ
れ
て
い
る
か

主

眼

事

項

着

眼

点

置に　　導関第　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正6
の対医　　に　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実
確す療　　対　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施医
保る扶　　す指　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の療
　適助　　る定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　推扶

纒　擁　　　　　　　　　　　　　進勢
　処者　　指機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適

主
眼
事
項

（7）（6

入専
院帯
患番
者護
日　・

用兼
品帯
講
取の扱
取
い
扱
は
レ
適は
切
適
に
切
扉
れ
わ
て
れ
い
て
る
い
角
る
　
か

（5）（4）（5）（2）（潮）2（ろ）（2）　（1）1　　（5）　（2）　（1）452（7

　　　　　　　る　　　　　　　判　　奄

羅鵜擁離力擁あ額毫轟麗臓
鰐舞護雛麟繍欝療響簸囎　か記護施受法の　　制に　　学る養　　加にびの必

購罎難騰畿蹴繋欝
憲医雛継醐鷲辮琢騰霧醐蕎療は事力る法に　　びの　　すへて　　付が婁状額
に要適脅関適等行　　医状　　る協　’　のあ託況で

擁擢罐雛獣餐況諦馨蓄蛎整
る見行保円処はて　　助　　　　をて指　　判合活　　に

導切いいわの活　　　る　　　協　　労　　す協　　　れ
はにるるれ状用　　　事　　　　議　　指　　る議　　　て
適記角角て況さ　　　務　　　　し　　導　　も状　　　い
切載　　　い　　れ　　　取　　　　て　　に　　の況　　　る
にさ　　　る　　て　　　扱　　　　い　　っ　　を　　　　　ヵ
行れ　　　か　　い　　　が　　　る　　い　　本
わて　　　　　　る　　　十　　　　か　　て　　庁
れい　　　　　か　　　分　　　　　　医　　へ
てる　　　　　　　　　　　理　　　　　　　学　　協
いカ1　　　　　　　　　　解　　　　　　的　　議
る　　　　　　　　　　　　　　さ　　　　　　　見　　し
か　　　　　　　　　　　　　　れ　　　　　　　地　　て
　　　　　　　　て　　　　　　　　か　　い
　　　　　　　　い　　　　　　　　ら　　る

（6）（5

保入
健院
所患
’者
医日
療用
機品
関費
等累
関積
係金
機の
関取
とり
の扱
連い
携は
は適
適切
切に
に行
行わ
われ
れて
てい
いる
るカ1
か

（4）　　　（5

長ま
期膜入
院
医
患
療
者
機
の
関
入に
院お
中
け
及
る
び
看
退
護
騰
の
は
羅
1

簑
募
墾
客
か

い
て
検
討
さ
れ
　
・
て
い
る
か

専
帯
看
護
兼
帯
看
。護
の
給
付
は
看
護
の
要
偉
看
護
の
形
態
等
の
妥
当
性
に
つ

（2）　（1）1　　5（2〉

　カ1長　　病医　　特ケ
饗　捺餐　郵
院　　主助　　務研
患　　治受　　手究
者　　医給　　当会
等　　訪者　　の等
の　　問に　　支職
実　　等対　　給場
態　　にす　　状内
把　　よる　　況研
握　　り指　　　　修
は　　的導　　　　は
的　　確　’　　　適
確　　に援　　　　切
に　　把助　　　　に
実　　握の　　　　行
施　　さ状　　　　わ
さ　　れ況　　　　れ

’れ　　　　　　　　　て
て　　指　　　　　　い
い　　導　　　　　　る
る　　は　　　　　か
級　　適

　　切
　　に
　　行
　　わ
　　れ
　　て
　　い
　　る
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もびとでか　い役めこ1情　に対す等国祉　　　　務祉祉
の夜なあらし喬割にうズ勢急及象るを費施昭　　　に手施昭

妙の等購れ幹いりた費しいの入目の事福
複等に入ら部た金もをた法　燕に内件祉
雑でよ物の職もをの横も人②　金容が法
化あり晶者員の着　領のの架こ融を今人
しQ措のがを　服④し　借空れ機みな及
て　置水共親⑤し事遊③入職を関るおび

う陵悉処十事法が
指　つ遇分件人つ
導施あ本なを及て
し設ら位塗発び

薦懇墓難
れ適度な戒る係査
ば正か施をこ者時
な化ら設求とにに
らに注運範の対お
な努意営　なしい

題
が
多
く
指
摘

て　 一説！±

駿1

めをを入いてて　で名の与施替設　がよ正意事がンは監　き
る喚行所よ不曝しあの社等設　に特肝うなしく監見マ施事こて
よ起う者う祥　た逢公会改へ②対に要一法　査らン設機れい

然を減替所’事
と明額え措①件
し確措　置法の
たに置⑤の人発
対す　民停役生
処る④間止員を
がた関施又等み
必め係設はのた
要氏者給他交施

表的善の新し’で貫人施がれ経長能ら舜
等責費措規て不あし及設効る営のの不
厳任の置入は祥灸たびの果の一r形祥

指施私的でに施骸事
導設物に　起設化件
監運化機法因のやは

とる適留監とワい苔

用所状定所所
徴措況に時措

二（2）　　（1）一　　　　に留つこ案置　努然営の等る偵道指査い点
　　更否　　　第通意たれ力漫なめ防の事のと府導方てを以
費入の判入入進入一知事時が　務おる止適業遵と関県監針都踏上

収置
の後
適の
正実
実態
施把
（握
老の
人状
福況

基及置
づびの
く措的
措置確
置後な
及に実
びお施
措け
置る
変要

所す項点成現の’必に正経守も係（査が道まの
措福る等で立在団社要重｛ζ営状嗅職市の策府えよ
置祉予に　し国体会が点　基況　員）実定県　う
等事定つ別塵会委福あを特盤　①のの施さ（昭な

化お　 府監こでにの　導発⑤祉及分体てで施駕上
のけ　県査とあ係入監生施法び配缶蝶あす度の

推る銚蒜魏課甦輔課譜藝駿

い
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廃施こ例国こ定の置用措そ者わ等の置いるこ　を決と　　（2）　（1〉
止設と1も暉れ等適者徴置ののれに選者うよれ指行定し福額　認
さに　少補らを用本収変結生る応定のまうら導つ等冥祉の扶定本
れつまな助の適及人関更果活よじ並二で指の監て施　事把養状人
本いたく金事正びの係等を状うたび1も導業査い設要務握義況の
年て’
七嫉身い返処行た入務反】を導置入にいる全実
月　体の還現うる額に映ス定すの所応カミ必般施
か食障でをが必扶並おす台期る変者じ　要がに
ら費害十求不要養びいる帳的こ更のた特が適当
新負者分め適が義にてこににとが心適鰻あ正た
た担更留ら切あ務必嬉と記把　適身切　るにっ
に制生意れなる者要　　録握②正のな①こ行て
費度援するた輝の経被③し㎏入に変施要とわ曝
用が護る事め　認費措費て　所行化設措はれ

なの務に主収事にケ況指措にズなす務の喬入借所状務
所置は況者
措者’
置の借
に把置
関握の
す’実
る措施
業置機
務の関

　　収
　　入
の　額
認　及
定　び
及　必
び　要
そ　経
の　費
税　の

設祉
）施

身

体
障
害
者
更
生
援
護
施

二事ながう備
営後資最際等
費の金もに多
の償計重嫉額
不還画要　な
正計にで妥経
支画基あ当費
出にづりなを
や破く’資要
入綻事無金す
所を業理計る

来執又画事　　（4〉ら催会も長カミど事等あ族　　（5〉（2）〔1）一　　　よの徴
た行はの業施還れさのと等不会がる等法事　　　 第うで収
しく曝杜樹査設状資る劃構にの理適要選者特人録理役定法適二璽　制
　　撰立行整況金よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点適度　　　成なワ事切審任及別役の事員款人正

計う期につン会な議さびな具状会のとの化社お切が
画指待よてマ難事事れ常関カミ況等異事組の会いな適

入ζ人理適物化く議’係種違
金運事正化㎏みでまにの背
及営会なをらあ莚あ職し
び　がが理許理れる　る業て
償　図開事す事るな理者に親

審状状盤
議況況の
及　　確
び　　立
議

癸叢
のこ行の
運とわで
営　Pれあ
　　るる

　二が十ら形のなおど法通も全能た範はは査及
管　行分な骸形くれ監人陵つ般力めな厚評のび監
理適わな擁化式なば事名　こにの監権生議結法事監
　正れ監　し的い来がを例とつほ事限大員果人の事
　なる査法たなも然そ利えがいカ！はが臣会’の職の

（5）餐な入るめQ祥者
　　償金ほる　事等

還の塾際従にに
がf賞　　　に　つ　つ　対

行還施はてなし
わ状設資　が寄
れ況整金施る付
るを備計設ケを
よ常後画整1強
うににを備ス要
指把お十計がす
導握い分画少る
すして審等な等
る適も査をくの
こ正借す認な不

指こ映予寄
導とさ定付
すの煙者金
るな　のの
こいい寄取
菟よや付扱
　うし目に
　厳く的当
　にものた
　留強意つ
　意制向て

すにを娃　す必会本産　（4〉
るわ十　まる要の財嫉社
よた分寄喉こ）承産　会寄
うる反付　餐を認の全福付

経の処て祉金
たう分基施の
うえは本設取
え厚所財の扱
で生定産用の
行大のにに状
う臣手編供況
よの続入す
う認（しる
指司理’不
導が事基動

　（5）

況　全
　財管基
　産理本
　のの財
　処状産
　分況及
　　　び

担
保
提
供
等
の

状

（2）ζし別が経に工定つ

運
用
財
産
等
の

保

　　　　　　　　　　（1）
適会行理不事めい社執
正計わ規適契らて会行法
なにれ程切約れ嫉福状人
運おるにな　て　祉況本
用いよ従事物い各法
にてうつ例品る法人
つも指てが購が人の
讐欝瀧入寵鑑

しら特理　等、がに

部
会
計
及
び

特
別

計
の
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要全各のけががたも
で職職実れ十盛つな事
あ員員施ば分込てる業事
るがのにな尊ま曝も計業
の一役当ら重れ　の画計
で体割たな　　実では画
ことがつQ反か現あ’の
のな明て　映？可咳施策
点っ確はまさ　能　設定
にたに’些れ各なそ運及
着取定実　た職具の営び
目組め施事も員体策の実
しみら方業のの的定基施
たが塾溝計で意内に本状
指必　　画な見容当と況

㈲蒐準常長る　　　　　に正費確　　（る）　（2）（1）一

のにの専従負なの保施務の第向そ専門つう施執’設実医状施施施適三
上の任的てと設行職長態師況設設設正
を資化知　こ運等員嬉　の及長長運化社
図質を講適ろ墓がの　　専びのの営の会
るの推　正が目委勤適　 ・勤資施管推福

織難讐繊薦難欝雑
指努と有管大設て・所
導めとす理き長お多者
す運もるがいの俊額処
る営鰻施出。力　な遇
こ水　設来　量適公の

状　 ’管の
況　専理確
及　　の立
び　兼状
勤　任況

設
の

運
営

て避真を嬉所故
留難　払　者防
意訓所う普の止
）練轄必段人対
の（消要か命策
実特防がらをの
唖に署あ防預状
　夜とq災か況
消間の　にる
防の緊防は施

訓密災細設　⑥導等及多設　（9）り修充廃公き質　　（8）（7）　　（6）　（5）警
練な計心に多　す設び人設各　にの墨す平い　適開　　イア　及　が
に連画のお数災る備活数備施施つ実　るのこ勤正催職直　　給び管必
っ携の注いの害こ基用収の設設い施職と確と務な状員接俸給与運理華
い　樹意てム事く準状容基毎設てな員と保か状入況の処給与規用規

の縄の準に備指どのも’祭況所
適　居一定の導民資鰻恣　等者
合寮察にめ基す主質　意職に処
状母　照ら準る的の直的員負遇
況室静られ適こな向接な待うは
にの養陵て合ζ職上処人遇と’

議溺顯羅講認雅
闘麟施　辮募響薙

及員手と整
びの当支備
職充の給及
員足支のび
会状給実運
議況状態、用
等　況　状
の　　　況

研遇’規程状程あ
修職諸程の況　喬

就
業
規
則
等
の

整
備

　いが精動と運夕がて夜の　　（7）　（6）　　（5）　（4）　（5）　（2）　（1）二す機

従るな神作カミ営食いい間最入況シと等況介の況　る器
懲盤慧麟難雛縫離雑1騨鞭諺総梅

け
る

お

む2
父
換
等
の

康食等遇　検
診時生の　等
断間活確　導
及は時保　行
び17間　　っ
衛時の　　よ
生以設　　っ
管降定　　指
理）状　　導

ま
た

施

会
計
と

他

計
聞
の

貸

くがテと書るし施れ
行ムと’記’設る公況
わのも契録収の極費
れ中嗅約及入会め李
るで　書び支計て王
鋸賢筆蘇縫篶
綴騒顯は牌にりの確るを嘗高と
指のけに書明にいし
導事ん整類ら公社て
す務制備（か正会運
る処シす領にを福営
こ理スる収す期祉さ

余
金
の

発
生
原
因
と

使
途
の

状

（6）　（5）　　（4）　　（ろ）　（2）〔1）三る入で上処的

　状　出互　状会　の　　　こ所あに遇状
剰況預し間施況計本状伝経経蒐者る努を況

貯のに設
金状お会
利況け計
息
等
運
用
収
入
の

使
途

ると
貸本
借部
又会
は計
繰等
入会
　計
繰相

問部況票理理
に会
お計
け

る特
会別
計会
所計
属及
区び
分施
の設

’規事
帳程務
簿のの
　整適
証備正
拠及な
書び執
類運行
の用の
整状確
備況保

処こめ充と
遇とる実生
がをこ陵活
図十と　上
ら分がその
れ認施の二
る識設水1
よし運準ス
う’営のに
指適の維即
導切基持し
すな本向た

29一



　　　（8）　（7）　（6）

役入及　の　取
員び償状民扱入法
か施蚊還況間い所
ら設後金
の会寄の
借計付財
入か傘源
等ら　内
）の銀訳
　借行（
　蒸か当
　　ら初
　法の予
　人借定

施の者
設状預
給況り
与
等
改
善
費
の

算
定

金
及
び

遺
留
金

の

イ
’約

物手工積書事形’金税（員
吊続事類の確及出の　等契請等物振認び社動勤

　　　（5）（4〉　（ろ）　　（2）　（1）　　　る行で合儲
天合証　 照　所突　突　　第必わあに14
　見拠工手合現得合職合土策四要れる隈

給の約書と品り
食妥の　の等出
材当入領突のし
料性札収合契の
等
の

購
入
方

状書（約有
況等契状無
及）約況
び　書及
契　 ’び

預会簿務
金保　実
残険給態
高料与と
の等台関
帳の帳係
簿確’書
と認源類
の）泉の

填の　がてかり真
　確不あい昏例に
建立祥るる　外経
物　事こかこ麹営
鍵葉履篠右
記　　　　確貸めむ簿　然　認借らを
謄　防　しがれ得
本　 止　指適るな
と対導正もいの　　　　すにの場

監を県適点つ
査適（正をい以
の宜市な十て上
実追）運分述’
施加の営踏べ今
にす実をまて年
努る情図えき度
め等にる’たの
ら　応た祉力！指
れ効じ斡会　導
た果必　福こ監
Q的要各祉れ査
　なな都施ら方
　指事道設の針
　導項府の諸に

要でで生昏わ項カミ度　　（15）（12）　（11）（10）　（9）

な踏をれのにこ済容有指み個見冒て照従引れ制社内の入決無措
導こ々て頭き合来続ら度会部状所算
をんのい些た等やきのへ福け況者報
行だ事る記きにや重事の祉ん　の告

　確い考不も証ととい況員の　約容
　認てえ祥あがこなて等退確及分
　を　ら事る安れつ犠の職立　び析
　行最れ件こ易らて　確手状　超
　い後るのとにのい前認当況　過
　必まの発か行事る年共収

と事福係及支指に　通基び正め事児務支　は害るる特創の
こ務祉とび給導対こ知準特をる務福処給厚本者こ福別設再本
ろ指手な特事監しれしに別期と取祉理事生年手と祉障に編駕　雛幅
で導当つ別務査実にたつ障すと扱手の務省一当に手害と及四
あ監及た障関の施伴とい害たも細当能ので月のな当者もび月
る査びの害係対すいこて者めに則及率適は一認つの手な特一
　要特で者か象る都ろ」一手r障準び化正特日定鷹支当い別日

鯉縄羅矯慕謹課矯羅繰（難墜勤

　の　　　　が㎏事三一支福別　留さ支者に眼た効つとこ
正　　　一一示　項つ年給祉障新意れ給手本点め果いなのし
な診化　　共さそとの度制手害制する事当年を’的てゑ要た

難讐製警轟騨享駐耀離誌箔環潤
簿　程碧いれ当の監あ二当と指こ制らた監導こ韻罫

　程の　び項共い昭た置手い滑は特る項をめ一れ導
度　適　着に通て和手に当てに的別カミ及期る年る監

　の　 正　　 眼区すも六当よ　　十実確障　びすほ度こ査
　適　　　　　点分る　十のる特　分施な害特着るかにとは

叢
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ずr②の機定の①うもの餐て定の介よ幅児を輝従の
れ令　障能基い　にの障　いめ障護りに福定　来程障

侵でのてくにをご魚？るはと度こるを喬令表手とr当
　定障有は規有　　　もrしをの者有　別第当全令に
かめ害す病定㌢で　詳の令て重令でしこ表二のく別つ
？るにる状す　定　細と別い複別あ常の第一障同衰い
　障つも又るかめ　に同表るし爽つ時手一は害一第て
認害いqは身Rる　次程第こて第笈特当一’ので一は
定のて　精体　障　の度二と有二　別曝と障程あ一障
基いは　神の認害　よの一かしにその　大害度るは害

と適等害の当
。正の児基及障
に障福礎び害
行害祉で特程
わ程手あ別度
艦護罐器
蓬縫難
つ準別定当障
指一障にの害
導に害際受児
す基者し給福
るづ手一“資祉
こき当障格手

級￥添度た素のもててつ所に要をに実断認
又省付が較輿指適いもて定はで求当施を定
は略書確　　導合る障いの認あめた機必に
二さ類認別請がしの害資書定資適る関要つ
級れの出の求必たでご　類請　正医にとい
×た省来方者要診　と　が求なな師おすて

場略る法ので断そに　添書韻認をいる犠
合も場等負あ書れ八診付に　定嘱て場　まがrつ第
の可合で担るのぞ種断さ医受を託必合医些一日を一精
身能はその輝添れ類書れ師給行陵要も学　定常有一神
障で診の軽　付のに様るの資う　に多的障点生すでの
手あ断障減事に障区式こ診格こそ応い専害あ活る定障
帳る書害を務つ害分にと断のとのじの門程る能もめ害
（の等の図のいにさつと書認が意審で的度も力のるに
一での程る簡て最れいな等定必見査　判のq判で障つ

点準一表④りていは③点準

定あ害い
表つのて
一ていは
の認ずr
判定れ令
定基か別

rずr　がr安れ令内一日
静か別部定”㍗“
度一表疾以～
爽つ第患上濫
一を一にあ動
一有一よる作
度すでるも評
にる定障q価
該もめ害
当のるに
すで障つ
るあ害い
もつのて

表

の

評
価

確間限様◎⑭
な停度　三　　 二

所止額本手諸所
得さを人当控得所
のれ超及と除の得
把るえびもの把審
握こる扶従適握査
にとと養来正方の
誌講綴法適
てる支者祉　　正
指の給の手　　 化

導でが所当
す　一得と
る適年が同

菟かでよ受嫉置つ等必名確にい　②徹て度福う療
　っ　る給　にいを要簿につて各　底いの祉よ育
　適有福資障よて記と等把い再手有をた確手う手
　正期祉格害る指載すを握て認当期図事認当に帳
　に認手をの福導しる整す犠定と認る例がのす等

購羅欝讐1誓1響1欝1
つにがと度給Dの種期期のす一い指つ消経に者特適題諏対る定状
導い滅過よにに正　定定象有時況
すてす借るっ経維障時対者期期
る慎る置等い過持害朔象を認に
こ重のにでて措に名　者的定お

たましな認
のまて爽を
で支も　適
指給障従確
導さ害来に
のれ程の行

事く初
務と旬支
体もに払
制十おい
等日けの
のまる開
整で適始
備の当期
に日と日
つを認嫉
い設め
て定る支
もし日払
指支で月
導払遅の

粍障五た十の　　＿あと給所所　めにて機つに得十も囲給こ
　害貝め二福三二るし停得得こらよそ関てつ状分含外者菟
　年支月祉つ　のて止が制れれりれにはい況留まで本
　金八払）手の手で取す限限まて確ぞあ税てに意れあ人な
　の貝回か当手当十りべ度のでい認れつ務曝関をるつの頻
　支数らの当支分扱き額取のゑで課て主す要こた所

同二・利四期の
一月黛便鰹適

こい誤つを関
ちたつたみに
　もて場るお
　の却合蕉け
　が下支　る

はのの郡施長oてにに者
省他協部機のまいよは手
略の力の関証荏るる従当
が公を実に明　の収来の
認簿得施あ書所で入範受
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務団課官陣▽三課共課蒙害庶昼厚
馨蕪播霧当嚢早生
麓槍態穀冬軽百省
も翼轟濡霧灌付人
同就職佐課高　事
（任（）長橋福予社中）禾1』異
躍琶藩讐邑責　動
民高祉夫向国
生橋・（（立
部利医老自神
羅妻蟹念奨覆
課庶業祉臣力

四▽実度富課団活長
月同（研川）福保就
一松施究光▽祉護任
日井設開明同貸監予
付芳課発（（付査定
　江課基庶健部官）
　（長金務勝融）北
　密補事課会資▽澤
　記佐務課特課同琢
　付）局長養主（郎
　）▽次補ホ査社（
　　同長佐1）会監　　長就）ム千福査
　　田任▽な葉祉指
　　進予同に一・導
霧嘉霧難

長夫保活課務務査▽
補（護福課係課官監
佐更監祉長長課）奄
天生査部補）長▽指
内課篇老佐▽補首導
邦身・人）庶佐席課
警障庶福▽務）生長
（者務祉同課▽活塩
老福課課補課晋保崎
人祉課長佐長記護信
福尊長）紺補三監男
祉門補▽矢佐枝査（
課宵佐監冤上正宮 首

課）併査朗沢敏福席
長▽任指（輝（山生
補保佐導埼男庶嘉活
佐護々課玉（務照保
）課木生県更課（護
▽課典活生生総庶監

活上護障任▽（監傑
課康監者村更保査護
課雄査福尾生健指課
長（竃祉俊認医導医
補保　専明課療課療
佐健▽門（長局生専
西医伺童監補結活門
羅難醸講観
（人設（課黛感皿人福保管監課指染査福
岡健理査長導症富祉
県指塞指補課課併課
民導塞導佐課課任課
生官長課）畏畏河長
部）補生▽補補合補
保▽佐活同佐佐誠佐
護生川保身併）義・

当

対障　 一
（

象害把　 障

者児握障害
の福の害児
う祉徹年福
望手底金祉
一当　等手
＋は　受嵩歳従
未来　給
満の　事
の福　実
者祉　 の

を手

屯適せあ眼　　　　　　行円なへ機①を
正’り点次一う滑つの関実行
蛭各各にに個こなて支等施う
行手手つ各別餐支お払の機こ
わ当当い手事　払険事口関と1
れにのて当碧　が　務座に

指たをぎの　　る同④⑤口支
導支十の主　　よ様郵金払払
を給分と眼　　うで便融’方
行事理お卓　　指あ振機②法
う務解り　　　導る替関金も
こがさで普　　をがと等融’

　指をる受機確れ年制公来こ資資　手加新対
（導さぷ給関認る金度的な菟格格従当わた象
特すせっ状へあも受へ年い　の喪つとるにと
別るるに況のるの給の金こま確失て同カミ年す
障こ等なの照いに資加調とた認年二じ　齢る
害菟のつ把会はつ格入書は障に月十でそ要も
者　周た握を各いの状等従害努日歳あれ件の
手　知場に行公てあ況の来年め）到喬以（で
当　徹合努う的請る等作ど金るを達　外二
）　底にめ等年求こか成お等よ事年　は十支

をは’障金者とらにりとう前月
図必受害制にがみよで併指に日
るず給年度対考てりあ給導把（
よ届で金担すえ障年りがす握受
う出きの当るら害金’出るし給

当定障必手
の’害要当障一
支各者な等害
払手手rの児関
い当当障支福係
等の等審給祉諸
の受事児事手規

務の細当施特の
に認則及に別整
つ牢一び当障備
い　の特た害
て手制別り者

従歳給
来未要
の満件
福）等
祉がは

る行ゑ支蔑周関関
こい　給　知及を新　　一
菟対さ対支をびは制の
　象亀象給図関じ度把制
　者に者事っ係めが握度
　のきが務て団更麺のの

　い広れもこじ等ま　　び
　よ報の潜ろてので　 対

　う活な在で制関実象
　努動い的あ度係施　　者
　めをよなるの機機

待的監正児障こ指福　も等停め
すな査な福害れ導祉以併の止受ま。
る指項運祉者ら監手上せ作簿付た
も導目営手手の査当’て成’処’
の監等を当当諸方及昭行を支理的
で査を確支支点針び和う行給簿確
あが追保給給をに特六こう廃’な
喬実加す制制十つ別十菟よ止受事
　施設る度度分い障一　う簿給務
　さ定た等を踏て害年　整等者処
　れのめにはま述者度　備の台理
　るう適つじえべ手の　方備帳を
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係國出山付長長艮祉務祉管記社長▽番補（務監（改生活主甲活佐導課
長調噂正部中藤一係庁事理付会）同議佐倒係査大善活保任（課・課長
柴査司之融井崎瀬長長務係）福▽生窯）立長官睡対保護生更課監生）
谷係（（資孝誠正湯営所長▽祉岩活併▽身）金官策護監活生長査活▽
泰長大保課之一志沢地係）庶監記傑任同 埠▽崎房塞監査保課補指傑施
三田臣護融（（〔茂域長▽務査付護宇社者同良会参査官護国佐導護設

ビ務課繁係ハ課▽活ン監男課課▽長総査用救係同係▽〔主秋気治係▽
リ部）樹長ビ糞同保タ査（指調同）務指班助艮主長生身査山（〔長同
セ医▽〔）リ護社護1企更導査養▽係導任・上査）活障国冤施庶）指
ン事同新庶セ係会監管画生係係護岡長課用振田蜷▽課者立（設務▽導
タ課亀規務ン長福査理係課長長係予棄生第興一型同総リ施大課課同係
1▽井採課タ）祉係部長国））長算Llr活一係将喜生務ハ設臣）指国長璽更弘用真1▽監長総増立▽▽松係文保係艮（美協係ビ管窟▽導立r
生生（）野更同査森務田施監同嶋長夫護艮植監子係長リ理房同係施

照境際長（臣調救V公総房健護僚艮護強（幽山露身長山幡（度潟隆凹
郎庁機難保官査助大衆務人指監局石監障監課兀監障併幹多更障摘（職
（自関波護屑係・距衛係事導査老倉査者査指保査者任夫事生警院保▽
監然係弘課会長振官生長課篇官人演窟セ糧導（糧リ生（塑課者翼護生
査保長〔経計長興房監）栄桜）保行）ン導調保碍ハ駒更所）セ務課活
指護飯生理課井係広査▽典井▽健（▽タ課董護課ビ賢生）▽ン部）課
導局塚活係予充長報官保専恭保課同神1生察課長リ治課▽監タ会▽飯
課保敏課長算良）室佐健門夫健課社戸庶活公課）セ（課老査1計同田
仕護幸生）班（▽総治医官（医長会視務保衆長▽ン塵長人指庶課室久
会管〔脇▽予保保務孝療丹簿療補福力課護衛補同タ設補福導務▽橋人
福理生係同算護健係洋局羽設局佐祉 璋長監生佐研1課佐祉課課同和（
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